
教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）記入例 

ふ り が な ○○ ○○ 性 別 生年月日 取扱注意 

本 人 氏 名 ○○ ○○   

ふ り が な ○○ ○○ 住 所  

保護者等氏名 ○○ ○○ ＴＥＬ  

対 象 期 間 令和○年○月○日（○学部○年）から令和○年○月○日（○学部○年）まで３年間 

作成年度 学 校 名 校長名 学部・学年・組 記入者名 

１ 令和４年度 県立○○特別支援学校 ○○ ○○ ○学部・○年・○組 ○○ ○○ 

２      

３      

特 別 な 教 育 的 

ニ ー ズ 

（対象幼児児童生徒は現在）①・・・・ ②・・・・ ③・・・・ （・・という状況である。・・という点で困っている。） 

従って（発達段階や本人の特性・保護者の願いを踏まえ，中長期的な視点から）①・・・  ②・・・などの支

援が必要である。 

支援に当たっては（置かれている環境，本人の特性・得意分野などを考慮し）①・・・ ②・・・などの配慮が

必要である。 

（ 追加 ）  

本人・保護者等の 

願     い 

※今伸ばしたい力 ※長期的（３年程度）な目標 ※興味・関心のある事柄 ※得意なこと ※苦手なこと 

※必要な配慮についての意思の表明 等 

合 理 的 配 慮 の 

実 施 内 容 

※合意の形成に基づいて実施する合理的配慮の内容を記入する 

（ 追加 ）  

教
育
機
関
の
支
援 

 目標・機関名 支 援 内 容 評 価 

所 属 校 ○○特別支援学校 

①・・・・・・ 

②・・・・・・ （３年間を見据 

③・・・・・・  えた目標） 

①・・・・・・・ 

②・・・・・・・ （支援内容・配慮事項） 

③・・・・・・・ 

※個々の支援内容についての評価を

踏まえ，特徴的な事柄を記入 

※１，２年目に達成した場合，目標を

見直す場合，引き継ぎで必要な場合

には，その時点で記入する（記入年月

日を入れる） 

（ 追加 ） ※ 目標の見直しを行った

時に随時記入する（記入

年月日を入れる）。 

  

就学支援委員会

の助言内容 

○○市就学支援委員会 ※支援機関・支援内容等に対する助

言などを記入する 

 

（ 追加 ）    

支援籍、交流及

び共同学習 

○○市立○○学校で支援

籍学習 

①・・・・・・、②・・・・・・（支援内容） 

○学期（月・週）○回、○の学習に参

加 

 

（ 追加 ）    

関
係
機
関
の
支
援 

 機 関 名 支 援 内 容 

医療・保健 病院（主治医等），保健

所，保健センターなど 

※現在の通院の状況，発作等への薬物治療の状況，身体障害への治療

内容などを記入する。 

（ 追加 ）   

福祉・労働 児童相談所，福祉事務

所，生活支援ｾﾝﾀｰ，就労

支援ｾﾝﾀｰ，企業，作業所

など 

※各機関からどの様な支援を受けるか ※今後（卒業後に向けて）どの様

な支援が必要か ※産業現場等における実習の状況と今後の課題  ※個

別移行支援計画としての内容は，補助シートで補う 

（ 追加 ）   

家庭・地域 学童保育，子ども会，放課

後活動，ボランティア，習

い事など 

※放課後や週末，地域の学童保育などで支援を受ける ※ボランティアの

支援を受ける ※家庭での生活や配慮事項 ※余暇の過ごし方 

（ 追加 ）   

本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

障害の状況 ※障害名 ※手帳の種類（取得年月日） ※発作・服薬の有無・状況・配慮点 

※障害の程度・状況等 ※障害から派生する生活上・行動上の配慮事項  

こ
れ
ま
で
の
支
援
内
容 

生育歴 

療育歴 

教育歴 

※出産時の様子 ※子育てで気になった点（運動，言語，対人関係等） ※乳幼児検診 

※治療・訓練の経過 ※保育所・幼稚園への通園状況 ※学校への通学状況 

相談歴 

諸検査 

※保健センター親子相談 ※発達相談 ※教育委員会・就学相談 

※知能検査，社会生活能力検査の実施結果  

その他  
 



教育支援プランＢ（個別の指導計画） 
本 人 氏 名 ○○ ○○ 学 校 名 県立○○特別支援学校 

取扱注意 

学部・学年・組 ○学部○年○組 記入者名 ○○ ○○ 

指 導 方 針 ※教育支援プランＡを受けて、年度当初の状況を踏まえ、具体的な指導目標と配慮

事項を記入する。 

 現在・・・という状況である（・・・ができるようになってきた，・・・に興味を

持っている，・・・でつまずいている）ので，・・・に配慮しながら（・・・という

場を設定しながら）・・・できる（・・・の力を伸ばす，・・・が経験できる，・・・

に自信がもてる，・・・への関心・意欲を育てる）ように指導する。 

（ 追加 ）  

指 導 に 結 び つ く 実 態 

１ 健康の保持 

 （日常生活面、健康面など） 

※自立活動の６区分（２７項目）を意識し、幼児児童生徒の

全体像を踏まえたうえで、指導に結び付く実態を記入する。 

※「ここまではできる
．．．．．．．．

」という現状を明確にする。 

（ 追加 ）  

２ 心理的な安定 

 （情緒面、状況の理解など） 

 

（ 追加 ）  

３ 人間関係の形成 

（人とのかかわり、集団への参加など） 

 

（ 追加 ）  

４ 環境の把握 

 （感覚の活用、認知面、学習面など） 

 

（ 追加 ）  

５ 身体の動き 

 （運動・動作、作業面など） 

 

（ 追加 ）  

６ コミュニケーション 

 （意思の伝達、言語の形成など） 

 

（ 追加 ）  

７ その他 

（性格、行動特徴、興味関心など） 

 

（ 追加 ）  

各教科等 学習課題・目標 指導内容・方法・手だて 評 価 

自立活動 ※課題に基づいた具
．

体的な
．．．

目標を能動的

な表現で記入する 

各教科等のそれぞれの指導

内容を書き込んだ年間指導

計画などを作成しているこ

とを前提に,それらに基づ

き，個別の指導目標，指導内

容，配慮事項等を明らかにし

たもの 

指導場面での特徴的な様子、成

長した点、今後の課題や目標な

どを具体的・客観的に記入する 

   

   

（各教科等）    

   

 幼児児童生徒一人一人に対

する指導上の配慮事項を付

記する 

 

 

教科ごとに重点的な指導場面につい

て，具体的に方法（手だて）を記入

する。 


